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本校社会科における「開発教育」の試み

Ⅰ．開発教育の取り組み

Ⅱ．中3公民分野における「開発教育」の実践

（担当者 林 幹一郎）
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Ⅰ．「開発教育」への取り組み

1．はじめに

社会科プロジェクト研究として，1987年～92年にかけて「開発教育」の問題に取り組んできた。

1987年 平和教育の今日的課題と実践一閃発の問題を中心に

1988年 開発教育の研究一平和教育の各論的研究（1）

1989年 開発教育の理論化と教材開発

一平和教育の一環としての開発教育のあり方－

1990年 開発教育の研究一平和教育の各論的研究（2）

．1991年
開発教育の研究一平和教育の各論的研究（3）

1992年 開発教育の研究一平和教育の各論的研究（4）

（代表 宮崎 章）

（代表 城戸 一夫）
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研究内容としては，以下に掲げるようなことを目標としてきた。

開発教育を，単なる 〈開発援助〉を推進するための教育面での政策的補完として認識するのではなく，

広く 〈平和教育〉の一分野として位置づけ，PauloFreireの主張するように，く開発〉を「批判的な自

覚意識の深化の過程」＝「く意識化〉の過程」と捉え，「政治，経済，社会的矛盾を知覚するための教育」

＝「現実の抑圧的要素に対して行動を起こすための教育」，「自己を発見し，同時に矛盾や抑圧的要田

に満ちた現実を変革しようとする可能性の具体化のための教育」，「生徒をして自らの開発と，自らが

住む世界への参加を可能とする教育」が，あるべき〈開発教育〉であると考える。

なお，〈開発教育〉が，単に一国内や特定教育関係者の関心事や課題にとどまるものとしないために，

「新国際経済秩序」（1974年国連総会第6回特別会議宣言），

特に開発関係），「開発のための原則と方法と活動の戦略」）

「ユネスコ第3期中期計画（1990～94年，

その他の，国際的に承認され，日本国政府

も批准した公文書の精神を導入することも有効と考える。

具体的には以下の6項目を研究。実践の課題とした。

1．先行文献・資料の収集並びに研究

2．〈開発教育〉の位置づけ。概念。理念の確定

3．〈開発教育〉の全体像の構成

4．く開発教育〉の各分野毎の主要テーマに関する教育実践薬の作成

5．上記テーマに関する教育実践

6．上記研究諸活動推進のための定例研究会（外部講師招碑）

以下，主要な実践。研究の取り組みを整理してみる。

2．「開発教育」への取り組み

1988年の第15回教育研究会において，社会科の公開授業で岡本が「開発と環境」を主題に，中

学2年に「琵琶湖とその利用」の授業を，小林が「第三世界と民衆」を主題に「ラテンアメリカ

の農村と民衆」の授業を行い，その後の研究協議会でほ城戸が「平和教育の一環としての開発教

育への取り組み」と題して発表を行った。
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なお，小林ほ，城戸が従来から主張してきた平和教育において「構造的暴力」の問題をきちん

と位置づけるべきであるの立場を踏襲し，世界地理の教育一特に第三世界の学習において「構造

的暴力」の実態をあきらかにしようとした。第三世界の民衆の生活実態をリアルに措くことで，

平和を脅かしている構造をつかまえ，さらにいかなる改革が第三世界の人々にとって必要なもの

かを考えるために開発教育を模索した。このラテンアメリカの実践ほ，『世界の平和をめぎして』

（平和教育実践選書Ⅲ，桐書房1990．4）の中に「第三世界の民衆－ラテンアメリカの場合（高

校）」の題で執筆したら

1990年には，第32回全附連高校部会研究大会（広大福山高）において，小沢が「地球社会の中

で開発教育を考える」と題して報告を行った。本校の第17回教育研究会でほ，小沢が「地球社会

と私たち」の主題で「サラワク州の森林伐採と地球環境」（中学3年）の公開授業を，林が「国

際化時代の日本」の主題で「外国人労働者の人権」の公開授業を行い，研究協議会でほ「開発教

育」の基本的な考え方をめぐって参加者と討論を行った。この場で，城戸は「開発教育の概念。

目標」（資料1参照）を提示し，開発教育のとらえ方について提案した。

なお，この年小沢ほ『研究報告第30集』（1990年）に「宇宙船地球号の中で国際指呼会を考え

る一地球社会を考える学習」を執筆した。また小林（高1現社。地理），林（高2 現社），宮崎。

丸浜（高3 日本史），城戸（高2 世界史）は，それぞれ年間学習指導計画を提示し，そこに

おいて開発教育をどう取り入れるかプランを示した。

1991年ほ，本校で第33回全附連高校部会研究大会が閃かれた。社会科分科会では小林が「社会

科の中に開発教育をどう取り入れていくか」と題して報告した。そこでは本校での開発教育への

取り組みを土台に，開発教育のあり方を提示するとともに，社会科の中での開発教育の位置づけ

を，小林の実践を例に説明をした。小林は，人権。平和。環境を社会科教育の3つの核に位置づ

け，開発教育ほその一部を構成するとし，「開発教育でほ，広い意味での地球開発の問題を正面

にすえながら，地域（主として第三世界）の人々の生活向上のためにほ，人権確立のためには，

「構造的暴力」をなくし平和う実現するにほどうしたら良いかを具体的に考えていく教育であり，

しばしば第三世界に対して加害者としてふるまっている日本の問題をも見据えた，地域。日本。

世界をつらぬく視点を持った教育である」と提案した。

また，この年は，神奈川県の国際交流協会の荻村哲朗氏を講師に招き，“たみちゃシリーズ”

などで，積極的に開発教育に取り組んでいる先進的事例を学ぶとともに，開発教育協議会，日本

平和学会など資料を努力的に収集した。

この間，APIC（国際協力推進協会）の要請をうけ，小林は「動くアジアガイドブック。A

PIC開発教育キットPART2」（1991）－スライドとそれを利用した学習展開例の副教材の作

成，「アジアのうねり。APIC開発教育キットPART3」（1992）－ビデオとそれを利用した

学習展開例の副教材の作成に参加し，本校での研究を普及した。

1992年～93年にかけてほ，国立教育研究所で検討された，開発問題学習カリキュラムの構造を
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うけ，本校独自のカリキュラム構造のプランを検討した。国研の開発教育カリキュラム委員会で

は，9つの学習領域（A地球，B人口。国土，C食料，D資源。エネルギー，E生活。社会／生

活問題，F南北問題，G開発問題，H国際協力，Ⅰ人間の生き方）を設定し，それぞれの学資領

域ごとに知的認識と関心。態度の両面から学習目標を定め，小。中。高別に一覧表を提示してい

る。

本校でほ，この間の実践をふまえ，11の学習領域を設定してみた。1環境（地球環境。環境問

題）2人口。人口問題，3食料。食料問題，4資源。エネルギー及びその問題，5産業。貿易

（国際経済），6国際協力。援助（国際関係），7開発（地域開発），8生活。文化（社会問題。

民俗。民族問題），9人権，10平和。軍縮，11歴史（歴史的背景），以上の11である。このプラン

を具体化したものが小沢による高1現代社会の例である。（資料2参照）。

地理的分野，歴史的分野でほ残念ながら表は完成していない。なかなか，社会科として開発教

育を全体の中で位置づけられないのが実態である。－なお，小林ほ，’93年度の中1の地理的分野

において，年間授業スケジュール表（資料3）に示しているように6月～11月にかけて，ビデオ

「アジアのうねり」，岩波ジャニア新書『地球人として生きる』，新聞記事の利用などによって，

開発教育の視点を前面に出し授業実践を試みた。また，高1の地理でほ，年間授業スケジュール

表（資料4）に示しているように，第三世界の学習プラス日本を見つめなおす学習をセットにす

ることにより，第三世界から自分たちの足元へ視点を変えた時，自分たちは何をなすべきなのか

考えさせる試みをし，全体像作成への試行を行っている。

林は’93年度中3の公民分野の学習において，開発教育を前面に立てて実践し，その緻密な実

践報告をこの『研究報告 第33集』（1993）に執筆している。林。小沢の両名によって中3～高2

にかけての公民約分野における本校での「開発教育」の一貫した流れ及び扱も、方の特徴が明確に

なった。

また，小林は92年度の教育実習生と共に考えたアジア学習のプランにおいて，地理的教育に開

発教育の視点を入れることにより，“生きた地理教育”になることを実践的に示した。（「地理教

育と開発教育の接点…「南のアジアと日本一タイ人の目にうつる日本」の実践から－」（『地理

教育』22号，1993，地理教育研究会））この実践は高校1年生対象のものであるが，この実践に

ヒントを得て，相模原市立鵜野森中学校及び，水沢市立水沢南中学校の中学1年生に「アジアと

日本一アジアを食べる日本のネコ〝」のテーマで公開授業を行い，地理教育の中に開発教育を組

みこむ必要性を実践している。生徒と共にキャトフードの缶詰を食べながら日本とアジアの関係，

タイの人々のくらし，日本の「豊かさ」の歪みを考える学習は，意外性も手つだって好評である。

以上，本校社会科における開発教育の研究を中心とした，ここ6年間の社会科プロジェクト研

究のあゆみを概観してみた。なお，個人研究に属する部分についてはカバーしきれず，筆者の活

動に偏っているがあしからずご容赦麻いたい。 （文責 小林 汎）
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＜資料2＞
高1年 科目（現代社会） 担当者（／ト澤（富）

学 習 領域 学 習 事 項 事項解説あるいは小項目

1 環境（地球規模・ 7．貧困が破壊する様 砂漠化をもたらされる社会経済構造

環境問題） 9．地球温暖化 温暖化の現状

10．地球温嗟化がもたらすもの 温暖化は地球社会に何をもたらすのか

2 人口。人口問題 3．人口 人口動態と人口問題

3 食料・食料問題

1．食べるということ 料理から見た食料問題

2．食料 世界の食料需給関係

4 資源。エネルギー 4．石油 石油の歴史と石油需給関係
及びその問題 5．省エネルギーの試み エネルギー消費状況と温暖化物質

6．新しい社会経済システムの確 省エネルギ∵への取組

立 二酸化炭素排出権市場創設と社会経済シス
テム

5 産業・貿易 14．南北間題の現状 南北問題と何かく

（国際経済） バナナや農寒から経済システムを考える
多国籍企業と環境破壊

6 国際協力。援助 16．温暖化防止から見た国際関係 地球サミ、Jトへの歩み

（国際関係） 17．OD′Aを考える
ン 一日本のODAの現状と援助の意味を考える ′

7 開発（地域開発） 15．開発をめぐって 近代化と開発を通して豊かさの意味を考え

る

サルポダヤ・ショラマダーナ運動を考える

8 生活・文化
（社会問題、民俗

民族問題）

8，今サラワクで起きていること 森林伐採と先住民社会の崩壊

9 人権 13．世界こども白書を読む 子ども・女性の社会的地位

10 平和・軍縮 11．軍事費の増大がもたらすもの 軍事費と独裁・貧困

12．軍縮と環境 持続可能な開発のために

11 歴史

、、（歴史的背景）

（関心、、態度形成） （学習方法について）

b婁担・人口・食料ん・、環境など地球社会に重大な危機をも授業

たらす。様々な問題について考えさせる。

○南側の現状を理解し、、北側の人間に何が問われているの
か考えさせる。

○持続的開発のために何が問われているのか考えさせる。

－ 53
－
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Ⅱ．中3公民分野における「開発教育」の実践

筑波大学附属駒場中。高等学校

林 幹一郎

1．1993年虚聞発教育の前提となる公民かJキュラム

「開発教育」とほ，発展途上国の諸問題を先進資本主義国との関係において理解することであ

り，そのグローバルな現代の国際社会の問題を自分の問題として受け止め，その解決のために努

力する態度を育てることだと私は思っている。

けれども，発展途上国ケこついてのさまざまな問題を理解するためには，≒どうしても，前提が必

要である。産業資本の時代の資本主義社会の運動法則，独占資本の時代の植民地主義，戦後の国

際経済の流れ，東西対立の動向などについて，基本的で，最小限の理解をもっていなければ，複

雑な問題を捉えることほ難しい。この考えの上に立って，1993年度の公民の授業でほ，「開発教

育」に先だって，次のような授業を実施した。授業のテーマと主な学習事項を挙げておく。

1．商品の価格はどのようにして決まるか。

需要。供給，生産費，労働価値，商品に共通の性質，人間労働の結晶，価値の大きさ，労働の

量，社会的に必要な労働時間

2．利潤はどのようにして生み出されるか。

売りよげ一生産費，枚械。原材料の価格（過去の労働の価値）ほ商品の価格に移転，賃金，労

働力の価値，労働力の再生産，生活手段の価値，労働力の使用価値（労働がつくりだす価値），

不払い労働部分，剰余価値，搾取，生産手段の所有者が商品の所有者

3．利潤をふやすにほどのような方法があるか。

利潤率，十剰余価値率，労働時間の延長，労働の密度の強化，技術革新による生産性の向上ゝ，拡

大再生産

4．恐慌は，なぜ資本主義経済の下で起きるのか。

景気の四つの局面，景気の循環，生産高，価格，賃金水準，利子率，倒産，失業率，所有の私

的性格，生産設備の拡大，消費の低い伸び，過剰生産，周期性，固定資本の耐用年数，10年毎

の設備投資
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5．独占資本の時期の資本主義経済には，どのような特徴があらわれるか。

生産と資本の集積，生産集中度，独占体，カルテル，価格協定，生産制限協定，自由競争の制

限，独占価格，不等価交換，消費者収奪，独占利潤，金融資本（コンツェルン）の登場，銀行

資本と産業資本の結合，資本の自由移動困難，不況の長期化，資本過剰の慢性化，資本輸出の

著増，国際独占体，市場分割（販路）協定，資本主義列強による植民地分割競争，帝国主義，

民族自決権の侵害

6．金融資本はどのような方法で利潤をふやしていくか。

テイラー．システム，動作研究，作業の標準化，スピードアップ，中小企業。農民からの収奪，

過当競争，下請け単価の切下げ，農畜産物の買いたたき，製品安の原料高，独占禁止法，管理

価格，プライスリーダー，他社の暗黙の追随，投機利得，創業者利得，時価，額面，株価の理

論値（配当÷市場利子率）

7．第二次世界大戦は，どのような経済的対立を根底に持ちながらひき起こされたのか。

恐慌対策，為替の切下げ競争，保護貿易，関税戦争，ブロック経済，ポンド。ブロック，ドイ

ツ広域経済圏，ドル。ブロック，大東亜共栄圏，過剰資本，資源獲得，植民地再分割要求

8．第二次世界大戦はどのような性格を持ち，また，戦後の世界経済にどのような変化をもたら

したか。

帝国主義戦争，“持たざる”国，“持てる’’国，反ファシズム戦争，ファシズム，指導者原理，

全体主義，侵略主義，レジスタンス。パルチザン，共産党，民族解放戦争，社会主義世界の形

成，植民地の独立，帝国主義国の市場の減少，ヨーロッパの荒廃，革命運動の高揚，アメリカ

の経済力。競争力。軍事力の絶対的的優位

9．マーシャル援助は，戦後のヨーロッパとアメリカがかかえていた資本主義体制の危機を，ど

のような手段で打開しようとしたものか。

東欧。アジアの社会主義化，フランス。イタリアの共産党連立政権，トルーマン。ドクトリン，

資本主義的生産体制の復興。強化，資金。資材の援助，共産党の政権からの排除，終戦による

軍需物資大量輸出の消滅，アメリカの過剰生産恐慌の防止

10．反ファシズムの共同行動や国連の成立にもかかわらず，米。ソほどのような手段によって東

西対立を深めていったか。

‘‘鉄のカーテノ’，ソ連封じ込め政策，マーシャル援助，コミンフォルム（欧州共産党情報機

関），ベルリソ封鎖，NATO（北大西洋条約機構1949年），COCOM（対共産圏輸出統制委

員会），軍需物資の輸出禁止，WTO（ワルシャワ条約機構1955）

11．アメリカ支配層ほ，東西対立を激化させつつ，国内ではどのようなファッショ的な政治を行

ったか。

“赤のシンパ”の職場からの追放，マスコミの操作，共産主義＝“赤い全体主義”＝“民主主

義の破壊者”，破壊者の人権保障無用，人権擁護団体，黒人運動，平和団体，ル丁ズベルトの

－
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支持者，職場からの追放，議会，非米活動調査委員会↑の召喚，議会侮辱罪，大統領，公務員

忠誠令，“不忠な団体”，裁判所，人権（思想。信条の自由，黙秘権など）侵害の黙認，法令審

査権の不行使

12．アメリカほなぜベトナム戦争をしかけたのか。それほどのような結果をまねいたか。

南ベトナムの社会主義化防止と市場の確保，軍産複合体の利益，景気回復の期待，軍事独裁政

権への経済。軍事援助，ベトコン，各個撃破政策，北ベトナムへの侵略，トンキン湾事件，ポ

ール爆弾，ナパーム弾，枯葉剤，ジェノサイド，謀略，アメリカの道義の国内的。国際的低下，

膨大な軍事支出，経済的地位の低下

13．IMF体制は，歴史上のどのような教訓を踏まえ，どのような目的を持ってつくられたか。

金本位制（金の一定量による通貨価値。通貨発行量の金による制約。免換），金平価，金の偏

在，管理通貨制度，大恐慌，輸出拡大の必要，為替（外国通貨との交換比率）切下げ競争，経

済ブロック化，帝国主義戦争，為替相場の安定化要請，アメリカの絶対的優位（生産性。生産

力。金保有高），ブレトン。ウッズ協定，ドルと金の交換，ドル平価，固定為替相場制，GA

TT，自由貿易，アメリカを中心とする輸出の拡大

14．EEC（欧州経済共同体）はどのような経済的目的で結成され，どのような施策を行ったか。

アメリカの従属からの脱却，アメリカ式重化学工業（電機。自動車。有枚合成化学）の導入，

大量生産，広大な共同市場，域内関税の撤廃，資金調達，資本の自由移動，労働力の自由移動，

農業自給化政策，アメリカ資本の投下，域内貿易を中心とした経済成長

15．なぜアメリカは，IMF体制を自ら崩壊させざるを得なくなったのか。

ドルの流出，米系多国籍企業の海外投資，発展途上国（特に戦略的重点国）に対する経済。軍

事援助の続行，ベトナム戦費，EEC。日本の競争力強化によるアメリカの輸出の伸び悩み，

金の保有量を超えたドル債務，ドルと金との交換停止，ニクソン。ショック，変動為替相場制，

為替レートの決定，通貨に対する需給関係，不安定な相場
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2．申3公民 開発教育授業案（12時間）
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3．発展途上国の開発に関するアンケート結果の分析

資料1の1から40までの問いに対する回答から，生徒のこの問題に関する意識と授業による変

容を分析する。開発教育の授業の前後に実施したプリ。テストとポスト。テストの問いは同じで

ある。資料2参照。

1．「開発の中心が経済開発にあること，開発の目標が物質的に豊かなくらしができるようにな

ること」いう考え方に対し，事前に，肯定的な回答をしている生徒の割合（①「そう思う」と，

②「それに近い」を合計した数字）ほ49．6％，否定的なもの（⑤「そうは思わない」と④「少

し違う」）ほ42．0％であった。授業後の回答でほ，肯定的なものほ55．5％に増え，否定的なも

のほ30．8％に減った。

2．上記1とほ異なる考え方「開発の目標ほ自分の可能性を発揮することにあり，経済開発ほそ

のための手段」という考え方に対しては，プリ。テストでは肯定的なもの53．8％，否定的なも

の24．3％であった。ポスト。テストでも変容が見られない。これは，開発と自分の可能性の発

揮に直接関連する教材を提示しなかったためであろう。

3．経済開発のためには，「先進資本主義国の経験に習って，工業化を進めることが必要」とい

う考え方に対しては，肯定的なもの32．0％，否定的なもの49．5％一であったが，事後には否定的

なものが36．7％に減り，③「どちらともいえない」が17．6％から28．2％に増えている。これは，

先進資本主義国の経験に問題が多いことを感じ 何か別の方法を期待していた生徒が，問題が

多くてもそれに習わぎるを得ない発展途上国の事情を洞察した結果生じた葛藤でほないかと思

われる。

4．「開発を進める方法ほ，それぞれの国固有の歴史的。経済的事情に合うものでなければなら

ない」という当為的な考え方に対しては，事前に90．7％の生徒が肯定的な答えをしている。事

後においてもこの傾向は変わらない。

5．「経済開発の際に先進資本主義国からの援助に頗ることほ，支配。従属の関係を生むことが

多く，危険」という考え方に対しては，事前でほ，首定的なもの51．2％，否定的なもの31．9％

だったが，事後にほ否定が15．4％に減り，反対に肯定が70．1％に増え，特に明確な肯定的意見

である①「そう思う」は21．8％から35．9％に増えている。援助に頼った結果陥る深刻な事態が，

この授業を通して理解されたためと思われる。
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6・開発の主体は誰かの問，「開発ほ政府によって計画され，政府によって行われるべき」とい

う考え方に対してほ，事前では，肯定的なものが23．6％，否定的なものが48．7％で，事後の変

化は見られない。

7・上記6とは対立する開発主体に対する考え方「開発は住民の自主的計画。自発的参加によっ

て行われるべき」に対しては，事前では，肯定的なもの49．6％，否定的なもの24．4％。事後に

は，肯定が64．9％に増え，否定は17．9％に減っている。特に，①の「そう思う」ほ21．0％から

35．0％に増えている。ダムの建設による先住民の追い出しなどの問題を学習したことによるも

のと思われる。

8．開発の主体を「政治家。官僚。経営者など国の指導的地位にいる人たち」に期待する意見は，

事前も事後もわずかで，20％程度である。

9．「工業化による経済開発ほ，国民全体に利益をもたらす」という考え方に対して，事前では，

肯定18．4％，否定55．5％であったが，事後にほ否定的意見ほ69．2％に増えている。

10．上記9とは対立する「工業化による経済開発ほ，国民の間に貧富の差を生み出す」という考

え方に対しては，事前では，肯定が74．0％，否定が11．1％。既にマスコミを通し，また，中学

校では地理の授業を通して，発展途上国の工業化開発が国民全体の利益になっていないことを

生徒たちは学んでいたのであろう。事後は肯定が82．9％に増えている。積極的肯定の①も37．0

％から47．0％に増えている。

11，「開発は市場経済の原理。利潤追求の原理によって行われるべき」という資本の論理そのま

まの開発の理念に対してほ，事前では，肯定が30．3％，否定が45．4％。事後の変化は見られな

い。

12．上記11と対立する「開発は恵まれていない住民の必要を満たすことを中心に行われるべき」

という理念に対しては，事前では，肯定が61．3％，否定が22．7％。事後でほ，否定が12．8％に

減り，肯定ほ71．0％に増えている。支配層など一部上層部への富の集中と，多くの農民の没落

や労働者の失業。低賃金という現実を学ぶことによって，この理念の必要を確信するものが増

えたと考えられる。

13．経済開発と自然環境破壊の矛盾の中で，「開発によって自然環境が破壊されることはやむを

えない」という考え方に肯定的なものほわずかで16．8％，否定的なものほきわめて多く78．2％
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に達していた。事後でも，否定が79．5％で，変化ほ見られない。開発と環境悪化の関係につい

ての詳しい授業展開をしなかったことや，始めから否定派が多かったことによるものと考えら

れる。

14．上記13に対立する「生産の伸びが遅くても，開発ほ生態系をそこなわない範囲で行うべき」

という考え方に対しては，事前では，肯定が77．3タg，否定が14．3％で，反対側から問うても同

じ結果が出ている。事後でほ，首定が80．3タ‘で，特に変化ほ見られない。

15．開発と人権侵害との矛盾の具体例を挙げ，いずれを重視するか問うてみた。「先住民には，

くらしを守る権利があり，ダムの建設がそれを奪うような場合にほ，作業を中止すべき」とい

う考え方に対しては，事前でほ，肯定が58，8％，否定が16．0％で人権に軍配をあげる老が多か

った。事後でも，肯定が61．5タ‘で，特段の変化ほ見られない。

16．開発とほ西欧化でなければならないのか。「開発を実現するためには，発展途上国の伝統的

な価値観や行動様式を，近代的。西欧的なものに変革することが必要」という考え方に対して

は，事前では，肯定するものは11．8％と少なく，否定的なものが79．0％に達している。事後の

変化は見られない。

17．上記16を反対側から問うた「開発は，発展途上国固有の伝統的文化を重んじて行うことが必

要」という考え方に対して，事前でほ，肯定派が73．1％，否定派が11．7％となっていて，同じ

結果が出ている。事後の変化ほ見られない。

18．南北問題を如何なる方法で解決するか。「先進。発展途上という国際社会の格差の構造を変

えるためには，発進資本主義国からの企業の受け入れや政府開発援助が必要」という考え方に

対して，事前では，肯定派が45．4％，否定派が29．4％。事後には，肯定派が50．4％になってい

るが，きわだった変化は見られない。企業進出や援助に危険が伴うことは分かったが，それな

しに格差を埋めることほできないという葛藤のあらわれと見られる。「どちらともいえない」

が事前とほとんど変わらぬ23．9％である。

19・南北問題を発展途上国主導で打開する方法「格差の構造を変えるためをこほ，貿易の不利の是

正や多国籍企業に対する規制が必要」という考え方に対しては，事前でほ，肯定派が57．1％，

否定派が17・6％。事後にほ，肯定派が非常に増えて82．9％に達した。「そう思う」と答えてい

る確信的肯定派は，事前の21．8％から48．7％に増えている。これほ，交易条件の悪イヒや多国賂

企業の横暴を学習したことによる変化と考えられる。
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20．援助してもらうのだからとそつき援助でもやむを得ないのか。「援助で受け取った資金は，

援助した国の企業の製品を買うようにしばられることなく，自由に使えるようにする必要があ

る」という考え方に対して，事前では，自由使用をよしとするものがきわめて多く84．0％，ヒ

モつきやむを得ずとするものはわずかに8．4％。事後の変化ほ見られない。ヒモつき援助の不

当さを学習するまでもなく，先進工業国本位の援助に批判的な生徒が多かったためであろう。

21．援助する側の国民が援助について意見を反映しなくてよいのか。「政府開発援助資金の元は

税金だから，援助に関する情報ほ発進資本主義国の国民に公開されなければならない」という

考え方に対して，事前では，首定派が89．9％，否定派が3．3％。事後のきわだった変化ほ見ら

れない。日本の場合を例に，事前に公開されず，意見の反映ができない実態を学習したが，納

税者の権利については，始めから，きわめて多くの生徒が認めていたためであろう。

22．援助の主体ほ政府だけか。「先進資本主義国から？援助ほ，政府によって行われるだけでな

く，市民団体によっても行われるべき」という考え方に対して，事前では，肯定派が77．3％，

否定派が11．1タ打。事後の首定派は78．7％で，数量的にはさしたる変化ほ見ら、れないが，「そう

思う」と答える確信的肯定派は，事前の41．2％から49．6％に増えている。政府だけに任せてお

くわけにはいかない，自分たちでできることがあればしてみたいという気持ちが強まったもの

と見られる。

23．企業進出の理由を述べた「発進資本主義国の企業が発展途上国に経済進出するのは，低賃金

を利用したり，資源を手に入れたりして，利潤をふやしたいから」という考え方に対して，事

前の段階から，肯定するものが非常に多く92．4％，確信している「そう思う」も65．5％に達し

ている。否定するものはわずか5．1％にすぎない。始めから，疑い得ない事実としてほとんど

の生徒に認識されていて，事後でもこの傾向に変化はない。

24．多国籍企業受け入れの背景と理由を述べた「発展途上国が先進資本主義国企業の経済進出を

受け入れるのは，植民地時代にゆがめられた産業構造を，自立的なものに変えたいから」とい

う考え方に対して，事前でほ，肯定が31．1％，否定が44．6％であった。事後には肯定するもの

が著しく増えて86．3％に，否定も激減して5．1％となった。確信的な「そう思う」も激増して

事前の7．6％から54．7％になった。発展途上国ほ音から貧しかったと思っていた生徒が相当い

て，かれらが，植民地時代に宗主国から収奪され産業構造もゆがめられた歴史的事実を学んだ

ためと思われる。

25．企業進出の途上国への影響を述べた「経済進出を受け入れた結果，発展途上国では伝統的エ

ー
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業と農村の破壊が急激に進み，人々のくらしと生きていく権利がおびやかされている」という

考え方に対してほ，事前でほ，肯定するものが71．4％，否定するものが11．8％。事後には，肯

定が85．5％に達し，また，確信的な「そう思う」も事前の26．9％から51．3％に増えた。これも

事実認識の学習を通した変化と考えられる。

26．企業進出のもう一つのマイナスの影響を述べた「経済進出を受け入れた結果，先進資本主義

国の公害が輸出されるなど，発展途上国の環境が汚染され，健康被害が広がっている」という

考え方に対してほ，事前でほ，肯定派が87．4％，否定派が5．8％。事後には，肯定が90．6にな

ったが，始めから常識ができあがっていて，量的にはさしたる変化は見られない。ただ，「そ

う思う」ほ事前の52．9％から70．9％に増えていて，事実の学習を通して質的認識が深まったも

のと思われる。

27．工業化のねらいや進め方を述べた「発展途上国の工業化ほ，輸入品を国内でつくれるように

したり，輸出向けのものをつくったりして，貿易の赤字を解決しようとするねらいをもつ」と

いう考え方に対しては，事前でほ，肯定派が67．3％，否定派が16．8％。事後には肯定が87．2％

に増え，否定は5．1％に減った。「そう思う」という確信的な答えも事前の24．4％から57．3％に

増えた。輸入代替工業化や輸出指向型工業化などの工業化のタイプを学習したためと思われる。

28．途上国の貿易赤字の原因について述べた「発展途上国の貿易赤字は，主な輸出品が価格の不

安定な一次産品で，主な輸入品が先進資本主義国からの割高な生産設備であることに原因があ

る」という考え方に対してほ，事前で既に，肯定派が79．8％に達していて，否定派は5．9％と

わずかである。事後の首定ほ88．0％に増えた。確信約な見方「そう思う」も，事前の36．1％か

ら67．5％に増えている。これほ，途上国の赤字の原因を輸出入の双方から分析的に学習したこ

とによって得られた確信であろう。

29．自らの首をしめること’になる借金をなぜするのか。「発展途上国が借入金などの経済援助を

受け入れるのほ，貿易赤字のもとでも工業建設を進めようとするからである」という考えかた

に対して，事前でほ，肯定派が68．0タ‘，否定派が14．3％。事後にほ，肯定が85．5％に増えた。

「そう思う」も事前の31．9％から64．1％に激増している。この認識の深まりも，途上国の工業

化への必死の思いを，学習を通して受け止めたためと思われる。

30．債務累積の原因について述べた「発展途上国の債務が増えるのは，利子が低く返す期間の長

い政府開発援助が少なく，利子の高い多国籍銀行からの借入金が多いからである」という考え

方に対して，事前でほ，首定が33．6％，否定が17．7％，「どちらともいえない」がもっとも多

－

70
－



く37・0％であった。事後には，肯定が84．6％に激増し，否定と「どちらともいえない」はわず

かとなった。また，確信的な肯定「そう思う」は，事前の10．9％から64．1％に増えている。生

徒ほ，債務の累積については知っていたが，その原因を学要したことがなかったのであろう。

この授業を通してほじめて，ODAやIMFなどの公的な援助，その内訳としての贈与や借款，

多国籍銀行からの融資などを学んだため，大きな変容が生じたものと思われる。

31．債務が増えれば返済が滞るという常識的な考え方「債務が増えた結果，発展途上国では輸出

額と比べた返済額の割合が大きくなり，返済がとどこおる国が多くなっている」に対しては，

事前の段階から肯定が84．9％，確信的な肯定も45．4％であった。事後には，それぞれ91．5％，

77．8％に増えている。デット。サービス。レシオやリスケジューリング，それにモラトリアム

などの事実学習を通じて確信的肯定に至ったものと思われる。

32．途上国からの資金流出という深刻な事態を捉えているか。「債務が増えた結果，援助で発展

途上国に流入する資金よりも，返済などで流出する資金の方が多くなり，途上国の資金不足は

深刻となっている」ということを，事前の段階で肯定するもの70．6％，否定するもの9．3％。

事後にほ，87．7％に増えた。「そう思う」者も，事前の38．7％から70．9％に激増した。これも

事実学習を踏まえて確信となったものと思われる。

33．返済とIMFの関係を捉えているかを見る設問。「返済が滞る発展途上国に対して先進資本

主義国ほ，IMFを通じ，輸入を減らし，財政の規模や賃金を抑えて，返済を急く小よう迫って

いる」という事実に対して，事前では，肯定は少なく24．4％，否定が31．1％，「どちらともい

えない」が30．3％であった。事後には，肯定が激増し，82．1％に達した。確信的肯定も事前の

12．6％から59．0％に増えた。IMFの果たしている役割については，学習の機会がなかったの

であろう。IMFが先進資本主義国の利益の立場から，途上国の要求，リスケジューリソグや

新規融資を受け入れるための条件として提示し，実施させた「調整条件」の学習が変化の要因

と思われる。

34．「発展途上国ほ，貿易赤字を解決しようとして，伝統的農業を犠牲にし，輸出用換金作物に

転換したところが多い」という考え方に対しては，事前の段階から既に肯定が82．4％に達して

いた。中2までの地理の毒受業の影響と思われる。

35．線の革命の影響について述べた「“緑の革命”（収量の多い種子への転換）は，大地主やアグ

リビジネスの利潤を増大させたが，多くの小作農を借金で苦しませ，土地から切り離す結果を

招いている」という考え方に対しても，事前の段階から既に肯定が84．9％に達している。これ
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も地理の授業の影響と考えられる。事後には，肯定ほ90．6％に増えた。確信的肯定も事前の56．3

％から82．1％に激増している。事実学習を積み重ねたことによる確信の広がりと考えられる。

36．軍事独裁を捉えているかを見る設問。「発展途上国の農民や労働者は土地改革や労働条件の

向上を求めているが，支配層ほそれを抑えるために，軍事的な独裁体制をしいて人権無視の政

治を行う場合が多い」という考え方に対して，事前では，肯定が63．0％，否定が16．8％。事後

にほ，肯定が83．7％に増え，確信的肯定も29．4％から50ノ4％に増えた。確信的肯定が半数程度

にとどまったのは，途上国のすべてが軍事独裁体制を布いて人権侵害を行っているわけではな

く，また，特定の国を例にとった学習でほなかったため，印象が薄かったのかもしれない。

37．武器輸入のマイナスの影響を捉えているかを問う設問。「発展途上国の大量の武器輸入ほ，

経済建設や福祉水準の向上を妨げる結果をもたらしている」という考え方に対しては，事前で

は，肯定が79．0％，否定が10．1％。事後には，首定が89．7％に増え，確信的肯定も51．3％から

71．8％に増えている。軍事費負担の重荷を学習した効果と考えられる。

38．発展途上国の内部対立と国際紛争の関係を捉えているかを問う設問。「発展途上国内部の激

しい対立は，大国の武力介入をまねき，国際紛争の火ダネとなっている」という考え方かこ対し

ては，事前の段階で既に，肯定が83．2％に達している。地理の授業で既習だったようである。

構造的国際紛争の学習をし，事後に肯定ほ88．0％になった。

39．資源ナショナリズムの歴史的背景が捉えられているかを問う設問。「資源に対する主権とい

う発展途上国の主張ほ，発進資本主義国企業による資源と富の収奪に対する抵抗である」とい

う考え方に対しては，事前でほ，肯定が59．7％，否定が16．0％。事後には，肯定が88．9％に増

えた。確信的肯定も，事前の22．7％から67．5％に激増している。歴史的事実の学習の重要さを

物語っている。

40．戦後の国際通貨制度や貿易体制の途上国にとっての意味が捉えられているかどうかを問う設

問。「IMF。GATTの自由。無差別の貿易体制は，先進資本主義国に有利な国際経済のし

くみである」という考え方に対しては，事前の段階から既に，肯定が80．7％，否定が10．1タ左。

IMF。GATT体制についてほ，開発教育の授業に入る数時間前に公民で学習したところで

ある。事後に，肯定が90．6％に増え，また，確信的な肯定が60．5％から66．7％に増えているの

ほ，IMFコンディショナリティーの学習が影響したものと思われる。
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4t授業後の変容（資料3の準想文より）

1・「発展途上国について自分の考え方が変わった，と感じるようなことがあれば，書いてくだ

さい。」という問いに対して，個々人の感想とその表現は後ろの資料にあるように多様である。

しかし，変容の方向として明確をこ読み取れる部分がある。その主なものを挙げてみよう。発展

途上国の貧しさの原因が，以前は途上国の人たちの努力不足やその政府の無能さにあると思っ

ていたが，授業の後では，むしろ多国籍企業による収奪や先進資本主義国政府の政策にあると

思うようになったという主旨の感想がもっとも多く，117人の回答者の中で50人程いる。ら「開発

教育」のねらいは，発展途上国の諸問題を先進資本主義国との関係において捉えられるように

することであるから，この授業案が一定の成果を上げたという評価をすることができようも

なお，上記のことと関連して，一面的に先進国を断罪するのでほなく，途上国の姿勢を特に

叩問題視しているものもあり，途上国政府と民衆の間に対立の構造があることにはじめて気づき，

また，債務を累積させてまで武器を輸入七て，開発独裁で人権をないがしろむこし，福祉や教育

を犠牲にしている途上国政府の責任を追求しているものも10人軽いる。「開発教育」ほ，途上

国の内部問題に踏み込むことを不可欠としているが，授業時間の当て方がやや不足していたか

もしれない。

次いで，変容の方向として目立つのは，多国籍企業や先進国政府に経済的にやられっばなし

で，外交。軍事でも先進国に従属させられていて，無法者に何の抵抗もできない無気力な途上

国という，同情とさぼすみの気持ちで見ていたものが，途上国が必死で先進国に追いつく努力

をしていること，また，結束して非同盟運動やUNCTADの結成。新国際経済秩序宣言など

で先進国に反撃していることを知って共感を覚えるようになったものが20人軽いることである。

虐げられているものの解放のための闘いは，あきらめかけていた生徒の正義感を鼓舞するので

あろう。富めるもの，強きものによる自己の利益のための“慈善”的救済に，生徒たちの正義

感ほもとから懐疑の念を抱いていたようである。途上国の人たち自身の解放の努力と先進国の

若者たちの問題解決への態度育成との結合，これほ「開発教育」のもうひとつの大切なねらい

である。117人から上記の50人程を除いた60数人の中の20という数字は見過ごせない。担当者

ほ，これも授業の成果のひとつと考えている。

2．「特に興味をもったとへころがあれば，書いてください。」という問いに対して，ないというも

のは9人である。集中しているものとしてほ，アグリビジネスの経営戦略や線の革命の影響を

挙げるもの21人，途上国の軍拡や政府と民衆の対立を挙げるもの18人，ODA（とくに日本の）

を挙げるもの18人となっている。以下，債務問題が8人，NIEOが6人，IMFコンディシ

ョナリティーが5人と続いている。

アグリビジネスについては，そのグローバル。ファーム，グローバル。マーケット戦略のす
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さまじさと，それが途上国に与えた深刻な影響が，南北の支離。従属関係を象徴するものとし

て，心に残ったということであろう。途上国の軍拡は，非同盟運動が掲げる理念との矛盾にお

いて，また，援助のムダ使いとして許しがたく心にひっ懸かるということであり，民衆と政府

との対立はこれまた，途上国政府が民主主義を踏みにじって民衆を苦悩させていることに対す

る憤りであろう。日本のODAは，日本政府による途上国本位ではなく，日本企業の儲け優先

の援助を知ることで，日本人であることの誇りを傷つけられた落胆と怒りの現れであろう。

3．「疑問に思ったことがあれば，書いてください。」という問いに対して，ないというもの34人。

特に集中しているものはない。南北問題は打開することができないのではないかという懸念，

政府と民衆の対立ほ冷戦後も続いていくのかといった見通しの問題などが表明されている。

4．「もっと知りたいことがあれば，書いてください。」という問いに対して，ないというもの21

人。残りほ多様に散っている。やや集中しているものほ，途上国の軍拡や政府と民衆の対立を

挙げるもので，18人。次いで，南北間題の解決策や解決の見通し，NIEOの動きなどを挙げ

るものが10人，ODAが8人である。興味をもったことや疑問に思ったことと重なっている。

5．「面白くなかったことがあれは，書いてください。」という問いに対して，ないというもの38

人。回答の中でやや目立つものとしては，アメリカや日本などに特に批判的で，先進国を悪者

扱いしているという授業の立場に対する批判が7人あった。授業の終盤に，話しの速度が早く

なったことについて不満を述べているものもいる。12時間の授業の内に，学習事項を詰め込み

すぎたことはいなめない。

なお，発展途上国の環境問題に関する授業ほ，先進工業国との係わりや先進工業国独自の環境

問題も含めた地球規模の問題として，2学期に展開する予定である。ここでは，アンケートの集

計結果等について言及しないことにする。

（中3公民「開発教育」担当 林 幹一郎）
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資料3一関発教育についての感想－
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ヽ
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叫
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♂
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